
第3種郵便物認可

英
で
最
先
端
医
療
研
修

上
野
市
計
院
全
ス
タ
ッ
フ
対
象

新年度から

上
野
総
合
市
民
病
院
（
伊
賀
市
四
十
九
町
）
は
、
2
0
1
3

年
度
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
王
立
病
院
や
大
学
病
院
な
ど
3
カ
所
に

医
師
や
看
護
師
を
派
遣
し
、
乱
地
で
最
先
端
医
療
技
術
を
学
ぶ

「
短
期
除
床
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
始
め
る
。
約
2
0
年
前
、
三

木
醤
雄
院
長
が
現
地
の
大
学
病
院
で
勤
務
し
た
経
験
か
ら
実
現

し
た
。

受
け
入
れ
る
の
は
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学

「
王
立
グ
ラ
ス
ゴ
ー
病
院
」
、

、闇Eヨ

北
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ハ
ロ
ゲ
イ

ト
地
域
病
院
、
亘
部
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学

「
ク
イ
ー
ン
エ
甘
ザ
ベ
ス
病

院
」
の
3
施
設
。

三
木
院
長
は
ク
イ
ー
ン
エ
リ

ザ
ベ
ス
病
院
で
の
勤
務
経
験
が

あ
り
、
ぼ
か
の
2
病
院
は
当
時

の
同
僚
が
現
在
、
働
い
て
い
る

と
い
う
。

脛
年
1

0
月
2
～
8
日
、
三
木

院
長
の
ぼ
か
、
看
護
師
2
人
、

三
木
院
長
が
勤
務
し
た
バ
ー

ミ
ン
ガ
ム
大
学
「
ク
イ
ー
ン

エ
リ
ザ
ベ
ス
病
院
」
＝
上
野

稔
合
市
民
病
院
提
供

事
務
職
員
1
人
の
計
4
人
で
現

地
を
訪
れ
、
今
後
の
研
修
受
け

入
れ
に
つ
い
て
約
束
を
取
り
付

け
て
き
た
。
最
先
端
医
療
現
場

も
視
察
し
、
同
行
し
た
看
護
師

向
け
に
現
地
病
院
の
感
染
管
理

対
策
も
聴
い
た
と
い
う
。

今
後
は
年
に
一
度
、
医
師
や

看
護
師
を
派
遣
す
る
。
対
象
は

上
野
綺
合
市
民
病
院
の
全
ス
タ

ッ
フ
だ
が
、
一
度
に
数
人
規
模

に
な
る
見
通
し
。

三
木
院
長
は
、
市
議
会
へ
の

報
告
で
「
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
あ
げ
る
こ
と
が
目
的
。

医
師
、
看
護
師
す
べ
て
の
職
種

の
研
修
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え

る
」
と
説
明
し
た
。

（
保
田
達
哉
）

子どもへの支援

碍動通じ拡大へ

県ユニセフ協会発足

世
界
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援

す
る
国
連
児
童
基
金
（
U
N
工

C
E
F
（
ユ
ニ
セ
フ
）
）
の
活

動
を
後
押
し
し
よ
う
と
、
全
国

で
2
5
番
目
と
な
る
県
ユ
ニ
セ
フ

協
会
が
昨
年
1
2
月
、
壷
市
で
発

足
し
た
。
「
地
域
の
き
め
細
か

な
活
動
を
通
じ
て
ユ
ニ
セ
フ
を

応
援
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

ユ
ニ
セ
フ
は
第
2
次
世
界
大

戦
直
後
の
1
9
4
6
年
、
戦
災

に
遭
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
支
援

す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。
現

在
は
1
5
0
以
上
の
国
と
地
域

で
、
子
ど
も
の
教
育
や
保
健
、

紛
争
・
百
然
災
害
の
緊
急
支
援

な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。

県
内
で
は
、
北
勢
地
区
を
中

心
に
活
動
し
て
い
た
「
三
重
友

の
会
を
発
展
的
に
解
消
し
、

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
｛
東
京
）

と
協
定
を
結
ぶ
県
協
会
を
設
立

し
た
。
会
長
に
三
重
大
の
内
田

浮
正
学
長
を
迎
え
ヾ
県
知
事
や

N
P
O
、
企
業
の
役
員
な
ど
が

顧
問
や
理
事
に
就
い
た
。

街
頭
活
動
や
展
示
を
通
し
、

紛
争
や
飢
餓
に
苦
し
む
発
展
途

上
国
の
子
ど
も
た
ち
や
、

セ
フ
の
支
援
活
動
に
つ
い
で
伝

え
て
い
る
。
「
ま
ず
は
世
界
の

子
ど
も
た
ち
の
現
状
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
か
ら
。
募
金
は
そ

の
次
の
ス
テ
ッ
プ
」
と
事
務
局

長
の
小
池
啓
子
さ
ん
（
哲
。

専
務
理
事
の
吉
田
房
子
さ
ん

（
肇
は
「
活
動
に
参
加
し
た
り

見
た
り
し
た
人
が
、
身
の
回
り

の
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に
も
思

い
や
り
■
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

痙
市
楼
橋
2
丁
目
の
事
務
所

で
は
、
グ
ッ
ズ
購
入
で
の
支
援

も
で
き
る
。
問
い
合
わ
せ
は
同

協
会
（
0
5
9
・
2
7
3
・
5

7
2
2
）
へ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、
w
w
w
．
u
n
i
c
e
f
l
m
i
e
．
j

p
。
　
　
　
　
（
畑
宗
太
郎
）

体
罰
電
話
相
談

県
、
窓
口
設
置
へ

知
事
が
表
明

大
阪
市
立
桜
宮
高
校
の
バ
ス

小
鳥
、
気
に
入
る
か
な
伊
牒
丸
牒

伊
賀
市
諏
訪
の
丸
桂
小
学
校
で
2

3
日
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の
巣

箱
づ
く
り
が
開
か
れ
た
。
6
年
生
の
卒
農
製
作
で
、
7
人
の
児

童
が
そ
れ
ぞ
れ
の
箱
を
つ
く
っ
た
＝
写
真
。

1
9
、
8
3
年
に
桔
成
さ
れ
た
同
小
の
「
笹
が
岳
緑
の
少
年

隊
」
・
活
動
の
一
環
。
．
同
隊
を
指
導
す
る
山
中
善
典
さ
ん
（
5

7
）
の

指
導
を
う
け
な
が
ら
、
の
こ
ぎ
り
で
木
を
切
り
、
組
み
立
て
、

網
酢
酢
難
関
訟
軋
鯛
）
謂
鯛
開

つ
く
っ
た
の
で
、
使
っ
て
ほ
し
い
十
と
話
し
て
い
た
。

■
9
市
で
学
年
・
学
級
閉
鎖

県
は
2
3
日
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
に
伴
い
、
津
市
や
鳥
羽
市
な
ど

9
市
の
幼
稚
園
や
小
学
校
、
高
校
で

6
学
年
が
学
年
閉
鎖
、
7
ク
ラ
ス
が

学
級
閉
鎖
の
措
置
を
取
る
と
発
表
し

た
。
欠
席
者
1
5
6
人
中
、
1
0
0

人
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
診
断
さ
れ

た
と
い
う
。

県
内
に
は
7

2
の
定
点
医
療
機
関
が

あ
る
。
1
4
日
～
2
1
首
の
週
は
、
1
定

点
あ
た
り
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者


